
令和６年度 シャッフル面談週間 実施要項 

令和６年１２月１１日 

生徒指導部・教育相談係 

特 別 支 援 委 員 会 

１ 導入の経緯 

  10 月に実施したアセス結果分析会（特別支援委員会）の中で教育相談について議論がなされ、先生方から以

下のような意見が挙げられた。 

 

  ●生徒とじっくり面談を行うために、時間を確保する必要があるのではないか。 

  ●担任は生徒と面談を重ねていく中で、生徒に対して固定的な見方をしてしまう部分も 

あるため、担任外の先生方の見解も知りたい。 

  ●本校に進学した目的を忘れてしまっている生徒も一部いるため、 

生徒が自分の目標ややりたいことを再確認できるような時間を作りたい。 

 

このことから全校生徒（今回は１・２年生）を対象とした面談週間を実施することとなった。 

 

２ 目的 

教員：「予防的教育相談」として位置づけ、生徒の新しい一面を発見し、自己理解を促す。 

生徒：普段話す機会がない先生と面談することで視野を広げ、自己理解を深める。 

   面談を通して自分の今後の目標や本校でやりたいことを再確認する。 

 

３ 日時 

  ２月４日（火）～２月６日（木）１５：００から（この期間は５分短縮授業で調整） 

 

４ 対象・場所 

 １・２年生 割り当て場所・担当生徒については別紙をご確認ください。 

 

６ 下校バス 

  ①１５：１０ バス２台  ②１５：４０ バス１台（面談生徒用） ③１７：３０ バス１台 

  ※寮生は１５：３０まで教室待機。 

 

７ 事前 

  生徒には事前アンケートを実施し、相談したい項目について整理させます。 

相談したいことがない生徒については ①学習の目標や進捗状況 ②今後、本校でがんばりたいこと 

③対人関係は良好か？の３点を教員側から聞いてください。 

 

８ 事後 

  フォルダ内の Excel シートに記録を入力し、後日特別支援委員会で共有します。 

  面談中に教育相談で話した内容について、担任や学年と共有してよいか生徒に確認してください。 

 

 

 



８ シャッフル面談週間 流れ 

 

（１）本人の相談希望項目の確認 

①学習について 

②進路について 

③対人関係について 

④心身の健康状態について 

⑤その他 

⑥なし 

 

・学習の目標・進捗状況 

・今後、がんばりたいこと 

・対人関係は良好か 

 

（２）担任・学年との情報共有   OK ・ NG 

 ※生徒からNGが出た場合も情報共有はしますが、担任・学年は情報を聞いていない体で 

生徒と関わってください。 

 ※面談内容が命に関わる場合は、他の教員と情報共有して対応することを生徒に伝えてください。 

 

（４）最後に生徒に伝えてほしいこと 

 今度からは困ったことがあったら自分から教員に相談するように促し、今後に繋げてください。 

 


